
宇
都
宮
市
上
下
水
道
局
　
工
事
受
付
セ
ン
タ
ー

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
や
浸
透
ま
す
等
の

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
や
浸
透
ま
す
等
の

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
や
浸
透
ま
す
等
の

設
置
費
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

設
置
費
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

設
置
費
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

一
般
住
宅
に
加
え
、
集
合
住
宅
や
事
務
所
、

駐
車
場
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
し
た

事
業
者
の
方
も
、
ぜ
ひ
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
全
体
で
貯
留
浸
透
能
力
を
高
め
、
雨
水
の
流
出
を
抑
制
し
よ
う

①
貯
留
タ
ン
ク

こ
の
制
度
は

市
街
化
区
域

が
対
象
で
す

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
貯
め
る

施
設
。

貯
め
た
雨
水
を
庭
木
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

②
浸
透
ま
す
・
③
浸
透
ト
レ
ン
チ

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
施
設
。

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
は
け
が
良
く

な
り
、
地
面
に
し
み
込
ん
だ
雨
水
は
地
下

水
に
な
り
ま
す
。

④
浄
化
槽
転
用
槽

不
用
に
な
っ
た
浄
化
槽
を

転
用
し
て
、
雨
水
を
貯
め

る
施
設
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
貯
留
タ
ン
ク ③
浸
透
ト
レ
ン
チ

④
浄
化
槽
転
用
槽

②
浸
透
ま
す

令
和
２
年
４
月
か
ら

Ｎ
Ｅ
Ｗ

先せ合問◆
　
市
街
化
区
域
に
土
地
ま
た
は
建
物
を
所
有
、
占
用
し
、
市
税
・
下
水
道
受
益
者

　
　
負
担
金
・
下
水
道
使
用
料
及
び
水
道
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で
す
。

　
　
※
滞
納
調
査
は
申
請
後
に
市
が
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
　
雨
水
浸
透
施
設
は
、
市
街
化
区
域
の
中
で
も
一
部
補
助
対
象
外
の
区
域
が
あ
り
ま
す
。

◆
　
補
助
の
対
象
に
な
る
か
確
認
し
た
い
場
合
は
、
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

市
街
化
区
域

１
. 貯
留
タ
ン
ク
設
置

２
. 申
請
書
提
出（
カ
タ
ロ
グ
、
領
収
書
添
付
）

代
表
工
事
例

自
己
負
担
額

貯
留
タ
ン
ク（
自
己
施
工
）

貯
留
タ
ン
ク（
業
者
施
工
）

浸
透
ま
す（
業
者
施
工
）

約
９
,0
00
円
/基

約
19
,0
00
円
/基

約
15
,0
00
円
/基

※
貯
留
タ
ン
ク
は
設
置
件
数
の
多
い
12
0ℓ
・
15
0ℓ
よ
り
算
出

◆
　
貯
留
タ
ン
ク
の
場
合
（
※
設
置
後
に
申
請
）

◆
　
令
和
元
年
度
の
補
助
実
績
よ
り
、
自
己
負
担
額
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
な
お
、
設
置
す
る
施
設
・
工
事
・
製
品
等
に
よ
り
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

◆
　
製
品
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

◆
　
貯
留
タ
ン
ク
申
請
書
は
工
事
受
付
セ
ン
タ
ー
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
等
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る
場
合
は
、
両
面
印
刷
し
て
下
さ
い
。

◆
　
雨
水
浸
透
施
設
、
浄
化
槽
転
用
槽
の
申
請
書
は
工
事
受
付
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
※
貯
留
タ
ン
ク
と
雨
水
浸
透
施
設
等
を
同
時
に
申
請
す
る
場
合
は
、
こ
ち
ら
の
申
請
書
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

◆
　
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
は
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
工
事
受
付
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

３
. 提
出
書
類
の
審
査

４
. 工
事
着
手

５
. 請
求
書
兼
完
了
届
の
提
出

　
（
領
収
書
、
工
事
写
真
添
付
）

６
. 現
地
確
認

１
. 申
請
書
提
出

　
（
カ
タ
ロ
グ
、
構
造
図
、
平
面
図
、
見
積
書
添
付
）

◆
　
雨
水
浸
透
施
設
、
浄
化
槽
転
用
槽
の
場
合
（
※
設
置
前
に
申
請
）

２
. 提
出
書
類
の
審
査

３
. 交
付
決
定
通
知

４
. 現
地
確
認

５
. 交
付
決
定
通
知

６
. 補
助
金
の
交
付

７
. 補
助
金
の
交
付

宇
都
宮
市
上
下
水
道
局
工
事
受
付
セ
ン
タ
ー
接
続
工
事
受
付
グ
ル
ー
プ

　
　
  
02
8－
63
3－
31
64
   
   
   
  　
02
8－
63
3－
34
27

TE
L

FA
X

   
   
   
   
 u
43
25
@
ci
ty
.u
ts
un
om
iy
a.
to
ch
ig
i.j
p

E
-m
ai
l

〒
32
0－
85
43
　
宇
都
宮
市
河
原
町
1－
41

設
置
後
は
効
果
を

持
続
さ
せ
る
た
め
に
、

適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

は
市
が
行
う
事
務
手
続
き

こ
の
印
刷
物
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
作
成



台
 座

蛇
 口

雨
水
貯
留
施
設（
タ
ン
ク
）を
設
置
す
る
場
合

屋
根

建
物

いど雨

【
対
象
】・
10
0リ
ット
ル
以
上
の
蛇
口
を
備
え
た
製
品

 
・2
基
ま
で
補
助

【
対
象
】　
・ 
浅
井
戸
用
自
動
ポ
ン
プ
及
び
水
栓
を
備
え
て
い
る
施
設

　
　
　
　
・ 
１
基
ま
で
補
助

こ
れ
ま
で
の
上
限
額

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
上
限
額

１０
０
～
３０
０リ
ット
ル
未
満・
・・
４０
，０
００
円
/基

３０
０
～
５０
０リ
ット
ル
未
満・
・・
６０
，０
００
円
/基

５０
０リ
ット
ル
以
上・
・・
８０
，０
００
円
/基

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
上
限
額

ま
す

ト
レ
ン
チ（
浸
透
管
）

30
,0
00
円
／
基

10
,0
00
円
／
m

10
0リ
ット
ル
以
上
…
40
,0
00
円
／
基

雨
水
浸
透
施
設（
ま
す・
ト
レ
ン
チ
）を
設
置
す
る
場
合

浄
化
槽
を
転
用
す
る
場
合

【
対
象
】ま
す
　
：・
 内
径
３０
０
㎜
以
上
の
製
品
　
　
　
　
　
ト
レ
ン
チ
：・
 内
径
１０
０
㎜
以
上
の
製
品

 
・ 
６
基
ま
で
補
助
 

・ 
２４
ｍ
ま
で
補
助

こ
れ
ま
で
の
上
限
額

上
限
額

ま
す

ト
レ
ン
チ

２５
，０
００
円
/基 ６０
，０
００
円
/基

対
象
外

自
分
で
ら
く
ら
く

取
り
付
け
可
能

新
し
く

浸
透
ト
レ
ン
チ
が

加
わ
り
ま
し
た

切
断

貯 留 タ ン ク

接
続
部
材
設
置

雨 ど い

透
水
シ
ー
ト

φ
30
0m
m
以
上

砕
石
4号

浸 透 ま す
透
水
シ
ー
ト

φ
10
0m
m
以
上

砕
石
4号

浸 透 ト レ ン チ

水
栓

浅
井
戸
用
自
動
ポ
ン
プ

仕
切
り
板
に
は

穴
を
開
け
る
こ
と

屋
根

いど雨

不
用
に
な
っ
た
浄
化
槽

を
活
用
で
き
ま
す
。

浄
化
槽
内
は
汚
物
が
一
切
残
ら
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
清
掃
し
、

消
毒
す
る
こ
と

設
置
に
か
か
る

費
用（
消
費
税
込
）の

3分
の
2を
補
助
し
ま
す！

タ
ン
ク
や
ま
す
な
ど
の

構
造
や
条
件
に
つ
い
て
は
、

お
問
合
せ
下
さ
い

　
本
市
で
は
、
平
成
１４
年
度
か
ら
、
ご
家
庭
で
雨
水
の
貯
留
や
浸
透
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の

台
風
や
豪
雨
な
ど
の
浸
水
被
害
を
受
け
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
、
補
助
制
度
を
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

！
◆
　
令
和
２
年
度
よ
り
３
年
間
を
重
点
期
間
と
し
、
補
助
対
象
を
広
げ
、
上
限
を

　
引
き
上
げ
ま
し
た
。

◆
　
設
置
に
か
か
る
経
費
（
消
費
税
込
）
の
３
分
の
２
を
補
助
し
、
上
限
額
は
右
表

　
の
と
お
り
で
す
。

○ ○ 会 社

市
街
化
区
域
の

一
般
住
宅
に
加
え
事
務
所
、集
合
住
宅
、駐
車
場
な
ど
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

を 表

　
昔
は
田
畑
が
多
く
、雨
水
は
地
面
に
し
み
込
ん
で
い
た
た
め
、河
川
へ
流
れ
る
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し

今
は
、建
物
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、地
面
に
し
み
込
む
雨
水
の
量
が
減
り
、一
気
に
道
路
や
河
川
へ
流
れ
込
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。特
に
短
時
間
に
大
量
の
雨
が
降
る
と
、地
盤
の
低
い
地
域
で
は
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
り
、一
部
で
は
河
川
が
氾

濫
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
面
に
し
み
込
む
雨
水
の
量
が
減
る
と
、地
下
水
の
湧
水
が
減
少
、枯
渇
し
た
り
、平
常
時
の
河
川
の
水
量
が
減
少
し
た
り
と

水
の
循
環
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、河
川
や
雨
水
管
の
整
備
だ
け
で
な
く
、雨
水
が
一
気
に
河
川
へ
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
地
域

全
体
で
雨
水
を
貯
め
、流
出
を
抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
雨
水
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
に
は
皆
さ
ま
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、雨
水
貯
留
施
設
に
貯
め
て
晴
天
時
に
利
用

し
た
り
、雨
水
浸
透
施
設
を
使
っ
て
地
面
に
し
み
込
ま
せ
た
り
し
て
、昔
の
水
の
循
環
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

■
 開
発
が
進
む
前

■
 開
発
が
進
ん
だ
後

○
○
○

パ
ー
キ
ン
グ


